
はじめに

子どもの「深い学び」を生み出す学習評価のあり方

　2020年度に小学校から順次全面実施となる新しい学習指導要領の特
徴が、少しずつ明らかになっています。中央教育審議会が2015年８月
に「論点整理」を、そして2016年12月に「答申」を出して、新学習指
導要領の改訂のキーワードを、「アクティブ・ラーニング」にしたこと
はすでにご存じのことでしょう。
　アクティブ・ラーニングは、「論点整理」の中では、「課題の発見・解
決に向けた主体的・協働的な学び」と定義されましたが、それより新し
い「答申」においては、「主体的・対話的で深い学び」というように特
徴づけされています。
　もう少しわかりやすくいえば、「主体的・対話的で深い学び」とは、「子
どもたちが対話を通して協力しながら進んで課題の解決に取り組み、自
分の意見や考え、作品を改善するとともに、演技や表現、運動のスキル
アップを図る学び」であるといえるでしょう。
　2017年２月14日に出た学習指導要領（案）では、こうした「主体的・
対話的で深い学び」の具体的な姿や、それを通して身につける資質・能
力（思考力・判断力・表現力など）を明記していますから、これまで通
りの講義中心の授業や、教科の基礎的な内容の習得を中心とした授業、
あるいは、基本的な例題の練習と定着のための反復練習を中心とした授
業だけでは対応できなくなるのです。
　では具体的にどのような授業を構想し実践していけばよいのでしょう
か。そのための指南書として、『アクティブ・ラーニング実践の手引き』
（田中博之著、教育開発研究所、2016年）を出版しました。幸いなこと
に、実践事例と実践指針を豊富に提供したことにより、好評を得ること
ができました。読者の皆様に、心より御礼申し上げます。
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　しかし、「では、アクティブ・ラーニングに必要な評価はどうすれば
いいか？」「授業中の評価だけでなく、子どもの作品評価や評定のあり
方も知りたい」「今流行のパフォーマンス評価やルーブリック評価って
どうすればいいの？」といった、読者からのニーズが大きいことに気が
つきました。
　そこで、アクティブ・ラーニングのための学習評価の入門書を書いて、
学校の先生方はもちろんのこと、教育委員会の先生方、大学や大学院で
学ぶ学生の皆さんに、具体的な評価の考え方や方法を紹介しなければと
思うようになりました。
　ありがたいことに、学陽書房編集部の河野史香さんのお薦めをいただ
き、本書をまとめることができました。記して感謝申し上げます。
　アクティブ・ラーニングによる「深い学び」は、1つの評価手法から
生まれるものではありません。技法としては、付箋紙法、ルーブリック
法、アンケート法、ICT活用法、対話法などがあります。そして方法と
しては、子どものための学習評価と教師のための授業評価があります。
また、視点としては、自己評価と相互評価があり、さらに、授業中の評
価もあれば、指導要録に記載する評定、定期考査の改善から全国的な学
力調査の活用までをレパートリーとして学ぶ必要があります。
　こうした多様な方法を組み合わせてバランスの取れた評価を行うこと
が、「主体的・対話的で深い学び」の成果を高めることにつながります。
　「評価のアクティブ化が授業を変える！」
　このメッセージを具体化した本書を、ぜひ明日からの実践に生かして
ください。きっと、多くのアイデアが生まれることでしょう。

2017年２月吉日
早稲田大学教職大学院

教授　田中博之
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　2017年3月、学習指導要領が改訂・告示されます。その後、改訂を受
けて作成される、「学習評価の工夫改善に関する参考資料」において、
新しい指導要録のあり方も具体的に定められるようになります。
　その基本的な方向性として、観点別学習状況の評価と目標に準拠した
評価をいっそう充実させるために、評価の観点を、現行の「知識・理解」
「技能」「思考・判断・表現」「関心・意欲・態度」という４観点から、「知

識・技能」「思考・判断・表現」「主体的に学習に取り組む態度」の３観

点に整理するようになります。
　このような再整理は、1つには、学校教育法第30条第２項が定める学
校教育において重視すべき学力の３要素との整合性をつけるためであ
り、もう一方で、新学習指導要領で定める、育成を目指す資質・能力の
中で、「教科等を越えた全ての学習の基盤として育まれ活用される資質・
能力」（「答申」p.34）との対応関係を明確にすることを目的としています。
具体的には、次の資質・能力の3つの柱で構成されています。

１　生きて働く「知識・技能」
２　未知の状況にも対応できる「思考力・判断力・表現力等」
３　学びを人生や社会に生かそうとする「学びに向かう力・人間性等」

　もちろん、通知表や学習指導案の表記方法もそれに合わせるようにな

指導要録や通知表では、
評価の観点がどう変わる？

学力の３要素をふまえた評価の観点の設定
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り、評価の観点も、この３つの柱になります。
　ただし、前出の「答申」では、「『学びに向かう力・人間性等』に示さ
れた資質・能力には、感性や思いやりなど幅広いものが含まれるが、こ
れらは観点別学習状況の評価になじむものではないことから、評価の観
点としては学校教育法に示された『主体的に学習に取り組む態度』とし
て設定し、感性や思いやり等については観点別学習状況の評価の対象外
とする必要がある。」（p.61）とされています。

　１つめの変化は、「思考・判断・表現」に関わる具体的な資質・能力
の項目が学習指導要領に明記されるようになるため、「主体的・対話的
で深い学び」を通して次の３つの過程を大切にして子どもたちに身につ
けさせる指導を行うことが求められるようになります（「答申」p.30）。
・　物事の中から問題を見いだし、その問題を定義し解決の方向性を決定

し、解決方法を探して計画を立て、結果を予測しながら実行し、振り返っ

て次の問題発見・解決につなげていく過程

・　精査した情報を基に自分の考えを形成し、文章や発話によって表現したり、

目的や場面、状況等に応じて互いの考えを適切に伝え合い、多様な考えを理

解したり、集団としての考えを形成したりしていく過程

・　思いや考えを基に構想し、意味や価値を創造していく過程

　２つめとして、「主体的に学習に取り組む態度」の観点において、具体
的には、主体的に学習に取り組む態度も含めた学びに向かう力や、自己
の感情や行動を統制する能力、自らの思考の過程等を客観的に捉える力
など、いわゆる「メタ認知」、自己の感情や行動を統制する力や、よりよ
い生活や人間関係を自主的に形成する態度等、さらに多様性を尊重する
態度と互いのよさを生かして協働する力、持続可能な社会づくりに向け
た態度、リーダーシップやチームワーク、感性、優しさや思いやりなど、
人間性等、の新しい項目が重視されてきます（「答申」pp.30‒31）。 

新しい評価の観点によって何が変わるのか？

17第 章1 　アクティブ・ラーニングの学習評価はどうすればいいの？



つけたい力
　

力のレベル

実　験 ワークシート アクティブ 態　度

仮説を立てた
り、データを整
理してとった
り、自分の考え
をまとめて発表
することができ
る。

ワークシートに
は、理科の用語
を書いたり、図
や絵を描いた
り、仮説や自分
のまとめを書く
ことができる。

学習のめあてを
考えて、自分か
ら進んで考えを
発表したり、友
だちと協力して
実験をしたりし
ている。

実験のときに集
中して安全に気
をつけて取り組
んだり、話し合
いや発表の姿勢
に気をつけたり
している。

レベル３

友だちに教えた
り、みんなの意
見をまとめたり
しながら、実験
を進めることが
できた。

これまでに習っ
たことを使って
考えるだけでな
く、自分なりの
アイデアや考え
を作って書くこ
とができた。

学習のめあてを
いつも考えなが
ら、どうすれば
もっとよい実験
になるか考えて
取り組んだ。

実験のきまりを
班のみんなに守
るように注意し
たり、学習の
ルールを守るこ
とができた。

レベル２

仮説→観察→記
録→まとめ→発
表の流れに沿っ
て自分の考えで
進めることがで
きた。

ワークシートを
全部うめること
ができ、これま
でに習ったこと
を使って自分の
考えをまとめら
れた。

授業中や実験の
ときに、自分か
ら進んで取り組
んだり、友だち
と協力したりす
ることができ
た。

実験のきまりを
しっかりと守っ
て安全に気をつ
け、聞く姿勢を
しっかりととる
ことができた。

レベル１

自分の考えを持
たないで、とき
どき人まかせに
することがあっ
た。

黒板のまとめや
データの記録を
写すことはでき
たが、自分の考
えはまとめられ
ていない。

友だちからの指
示を待っていた
り、実験に参加
しないでいたり
したことがあっ
た。

友だちとふざけ
てしまったり、
友だちの発表を
聞いていないと
きがあった。

小学校理科の学習成果を評価するためのルーブリック資料5-5

※　レベル１を１点、レベル２を２点、レベル３を３点として採点してみよう。
１．実　験　　    （　　）点、２．ワークシート（　　）点
３．アクティブ（　　）点、４．態　度　　    　（　　）点
合計点（　　　）／ 12点
※　レベル１があったら、次にはもっと努力して、レベル２以上をめざそう！
○身につけた力は、

○反省点・改善点は、
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評価の観点

評価のレベル

発表の組み立て 説明ことばの活用 学んだことの活用

レベル３

実験のめあて、仮説、
方法、結果、考察、
感想という流れが
はっきりとしていて、
わかりやすい発表に
なっている。

授業で習った理科で
使う５つの説明こと
ばを全部使っていて、
わかりやすくなっと
くできる発表ができ
ている。

授業で学んだものの
特徴や用語の活用を
説明に組み入れてい
て、さらに、思考の
技を使っているので
わかりやすい。

レベル２

実験のめあて、仮説、
方法、結果、考察、
感想という流れはあ
るが、具体的に書け
ていないのでわかり
にくいところがある。

授業で習った理科で
使う説明ことばを３
つか４つ使っていて、
わかりやすくなっと
くできる発表ができ
ている。

授業で学んだものの
特徴や用語を説明に
組み入れているが、
思考の技をあまり
使っていないのでわ
かりにくい。

レベル１

実験のめあて、仮説、
方法、結果、考察、
感想という流れがで
きていないので、発
表内容がわかりにく
い。

授業で習った理科で
使う説明ことばをあ
まり使っていないの
で、筋道がはっきり
したわかりやすい発
表ができていない。

問題を解くときに考
えたわけをしっかり
と発表しているが、
そのわけや考え方の
よさと正しさなどを
発表してない。

小学校理科のグループ発表を相互評価するためのルーブリック資料5-6

※　友だちの発表を聞いて、評価してあげよう。
　　評価の観点にそって、具体的なアドバイスや改善の方法を教えてあげよう。
　　前回の発表よりじょうずになっていたら、ほめてあげよう。
※　思考や説明の技とは、
　　①もし、～～だとするとこれはおかしいことがわかります。
　　②４つの中でこれはおかしいので、消します。
　　③前の授業で学んだことをもとに考えると、この実験の仮説は、～～となります。
　　④これら２つのことを合わせて考えると、～～であることがわかります。
　　⑤○○さんの考え方がまちがっているところは、～～です。
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教師によるタレスの人物紹介と「タレスの
方法」の説明

操作ボードとヒントカード

「タレスの方法」を理解するためのワーク
シート

グループワークで、操作ボードとヒント
カードを使って合同な２つの三角形を探し
ている

写真 6-9 写真 6-10

写真 6-12写真 6-11
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封筒から本時の学習ツールを取り出してい
る

実際に距離を測量している

箱を組み立てて校舎の模型にし、立体的に
合同な２つの三角形を探している

証明のためのワークシート

授業者：宮城県石巻市立石巻中学校　菅原翔太教諭
出典：田中博之著『アクティブ・ラーニング実践の手引き』教育開発研究所、2016年、　
　　　pp.158-160

写真 6-16写真 6-15

写真 6-14写真 6-13
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